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第１章 序論










る．そこでセルラーネットワークにて IoT 端末を収容することで広い範囲の IoT 端末を一度に収
容することが可能となる．さらに集めたデータを解析し，その結果をフィードバックするために






集中的に行う，クラウド無線アクセスネットワーク(C-RAN: Cloud-Radio Access Network) に注
目が集まっている．C-RAN は効果的な解決策として期待されているが，要求されるカバレッジを
満足するために，外部電源が不十分な場所にも基地局や RRH(Remote Radio Head) を設置しなけ
ればならない．この問題を解決するために，本研究では，FiWi(Fiber Wireless) ネットワークと
PoF（Powe over Fiber) を組み合わせる．FiWi ネットワークでは光ファイバケーブルを用いて広
帯域かつ低遅延の通信を実現可能とする．また，PoF では，OLT（Optical Line Terminal) から










































まず，通信品質を担保するために，QoE (Quality of Experience)と呼ばれる指標を導入し，その
QoE を担保した上で省電力化を実現する．ここで，想定している環境について述べ，QoE に関し
ても説明する．さらに，パケットロス率を評価する QoS の値として，通信品質の担保に必要な RRH






第 4章 OLTにおけるタイムスロットを用いた省電力化手法 
本章では，ネットワーク全体の消費電力を低減するために，OLTの消費電力に焦点を当て，ONU の
消費電力を考慮した上で OLT の消費電力を低減する手法を提案した. 本手法では，PoF を用いて
ONU の自立稼働を実現しつつ，タイムスロットを導入することで効果的な ONU のスリープ手法を
提案した. 従来の FiWiネットワークでは，ONU のスリープは，ONU の消費電力のみを考慮して決
定される. しかし，本研究のアプローチでは，OLT を含むシステム全体を考慮した上で，スリー






















































タイムスロットを用いた省電力化手法について説明している。OLT と ONU(Optical Network Unit)
それぞれにタイムスロットを導入し、ONU と OSU(Optical Subscriber Unit)のスリープを効率的
に制御することで、OLT における省電力化を実現している。そして、提案手法の性能について数
値解析を行うことで、OLTの消費電力の低減を確認している。ここで、ONUを考慮して OLTの消費
電力を低減し、ネットワーク全体の省電力化を実現している点は十分評価に値する。 
第５章は、提案した次世代アクセスネットワークにおける省電力化手法について総括している。 
以上要するに本論文は、クラウド無線アクセスネットワークにおいてネットワーク全体の省電
力化を図るための手法を提案しているものであり、応用情報科学並びに情報通信技術の発展に寄
与するところが少なくない。 
よって、本論文は博士（情報科学）の学位論文として合格と認める。 
